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CAM ベトナム通信～当社グループ現地人スタッフによる最新情報～  

外食産業の 4.0 時代 

 

最近、ベトナムの外食産業で IT 技術の導入

が増えています。ビジネス・モニター・インタ

ーナショナル社によれば、2017～2019 年の

期間、外食産業の平均年間成長率は約

10.9％でした。マーケットの拡大に伴って、IT

技術の導入も積極的に進められています。 

 

配車アプリのグラブ社（本社シンガポール）

のベトナム法人では、配車以外にも料理の

注文と配達アプリも展開しています。ハノイや

ホーチミン市などの大都市では、ビジネスパ

ーソンは多忙な上に、渋滞が多いので、携

帯電話のアプリで注文すれば、外出する必

要がなくなり消費者にとっても便利です。 

 

このアプリのおかげで、店の宣伝や販売もや

りやすくなり、グラブ社へ手数料も入ります。

グラブ社の創設者メンバーのタン・フイ・リン

さんによれば、ベトナム人の 10 人中 2 人が

同社の配車アプリやフードデリバリー・アプリ

などのサービスを利用しています。 

 
グラブフードアプリの画面 
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外食店の店内でも自動注文機の設置が増えていま

す。マクドナルドなどの外資系の外食チェーンはもち

ろんのこと、国内系でもよく見かけています。 

左の写真は、最近注目されているラーメン店サカミの

自動注文機です。ここで、お客さんはラーメン、飲み

物、おかずなどを注文してから、注文シートでレジ清

算するか QR コードでキャシューレス清算ができま

す。 

 

ソースを工夫した約 17種類の野菜を使っているほか

に、店内は近代的で人気を集めています。現在の出

店数はまだ 3店だけですが、今後拡大が期待されて

います。 

 

以上 

 

 

 

17種類の野菜を使っているサカミラーメン 

ラーメン店サカミの自動注文機 

写真：JVRC撮影 


